
学校評価アンケート結果まとめ 
 

会津支援学校 

 

学校評価アンケートへのご協力、ありがとうございました！！ 
                               

■とても満足度の高い学校との評価結果でした！ 
 

アンケートでは、大きく以下の４観点にわたってお聞きしました。 

（１）児童生徒の学びの充実 

（２）健康、安全・安心 

（３）教師の専門性の向上 

（４）地域や保護者との「連携」 

 

今回の報告では、４観点別の評価結果を保護者の皆様、児童生徒、教職員調査に分け、考察と今後の対

応をお知らせいたします。なお、未回答の部分があるため、合計が１００％にならない項目がありますの

でご了承ください。評価結果は、ホームページにも掲載します。 

 

 

 

 

 

アンケート回収 小：８２名（１００％）、 中 ４５名（９２％）、 高 ７１名（８１％） 

（１）児童生徒の学びの充実 

【各項目の評価結果】                                ％ 

 評価 小学部 中学部 高等部 

項目① 

 学校は、児童生徒の障がいの特性や発達の段階に応じた

授業を工夫して行っている。 

A 

B 

C 

D 

７３ 

２７ 

０ 

０ 

５７ 

３９ 

４ 

０ 

５６ 

３９ 

４ 

１ 

項目② 

 学校は、「個別の教育支援計画」に基づいて一人一人のニ

ーズに応じた支援を行っている。 

A 

B 

C 

D 

７４ 

２５ 

１ 

０ 

６１ 

３５ 

４ 

０ 

５６ 

４２ 

１ 

１ 

項目③ 

 学校は、地域での校外学習や実習、地域の学校との交流

を積極的に行っている。 

A 

B 

C 

D 

５９ 

３０ 

１０ 

１ 

７０ 

２８ 

２ 

０ 

６９ 

３０ 

１ 

０ 

【まとめ】 

１ どの項目についても評価は高く、「A」「B」の数値を合わせるとほぼ全項目で９０％近い数値とな

っており、学びの充実に向けた取り組みが高く評価されています。 

２ どの項目についても、「あまり当てはまらない」「当てはまらない」の数値も若干出ています。障

がいの特性や発達の段階に応じた授業の工夫や「個別の教育支援計画」に基づき一人一人のニーズ

に応じた支援に今後も努めていきます。また、感染症対策を十分に講じながら、地域での体験学習

等を積極的に行ってまいります。 

１ 保護者の皆様 

   評価の結果 

＜評価の基準＞ 
A…よく当てはまる B…おおむね当てはまる 

C…あまり当てはまらない D…当てはまらない 

 



（２）健康、安全・安心 

【各項目の評価結果】                                ％ 

 評価 小学部 中学部 高等部 

項目④ 

 学校は、新型コロナウイルス感染症予防を工夫して、心

身の健やかな保持増進に努めている。 

A 

B 

C 

D 

７４ 

２５ 

１ 

０ 

７０ 

２８ 

２ 

０ 

６９ 

３０ 

１ 

０ 

項目⑤ 

 学校は、安全・安心な学習環境づくりと事故防止に努め

ている。 

A 

B 

C 

D 

６７ 

３２ 

１ 

０ 

６５ 

３３ 

２ 

０ 

７０ 

２５ 

３ 

０ 

項目⑥ 

 学校は、交通安全教室や避難訓練を計画的に実施し、安

全教育の充実に努めている。 

A 

B 

C 

D 

８０ 

１８ 

０ 

０ 

６７ 

３０ 

０ 

０ 

６３ 

３４ 

１ 

０ 

項目⑦ 

 学校は、いじめ防止や携帯電話の安全な使い方など、事

故や事件に遭わないように指導を行っている。 

 

A 

B 

C 

D 

５７ 

３８ 

１ 

２ 

６７ 

２８ 

０ 

０ 

５２ 

４１ 

３ 

０ 

【まとめ】 

１ どの項目についても評価は高く、「A」「B」の数値を合わせるとほぼ全項目で９０％超える数値と

なっており、健康、安全・安心に向けた取り組みが高く評価されています。新しい生活様式を取り

入れ、体調管理や検温等、御家庭の協力を得ながら進められました。引き続きの御協力よろしくお

願いいたします。 

２ いじめに関しては、中学部高等部の生徒に 2回のアンケートを行い、さらに高等部は生徒指導部

を中心に生徒の相談期間を設けています。また、職員を対象にいじめ防止に関する研修を行い、全

学部でいじめ防止の視点を養い、いじめ防止への意識を高めています。高等部では、SNSの安全な

利用の仕方について警察署員を講師に迎え、「スマホ・携帯安全教室」を行いました。今後も継続し

て指導し、より一層安心で安全な学校づくりに努めます。 

 

 

 

 

 

（３）教師の専門性の向上 

【各項目の評価結果】                                ％ 

 評価 小学部 中学部 高等部 

項目⑧ 

 学校は、児童生徒の人権を尊重し、教師間の連携を図り

ながら、多種多様な障がいに応じた授業づくりの工夫に取

り組んでいる。 

A 

B 

C 

D 

６６ 

２９ 

１ 

１ 

７２ 

２４ 

４ 

０ 

５１ 

３９ 

７ 

１ 



項目⑨ 

 学校は、児童生徒に働くことへの意欲や関心を高め、進

路に関する情報を提供し、日常生活の指導も含め将来の自

立と社会参加につながる取り組みをしている。 

A 

B 

C 

D 

６５ 

３３ 

１ 

１ 

６３ 

３３ 

４ 

０ 

４９ 

４２ 

６ 

０ 

項目⑩ 

 学校は、パソコンやタブレット端末、テレビやデジタル

カメラなどの情報機器を活用できる環境を整えている。 

A 

B 

C 

D 

３８ 

４７ 

１０ 

２ 

５０ 

３０ 

１３ 

２ 

４１ 

４１ 

１３ 

１ 

【まとめ】 

１ 項目⑧⑨については、高い評価をいただいております。今後も、将来への自立と社会参加を目指

し、職員間の連携を図りながら進めてまいります。 

２ 項目⑩においては、A 評価が低くなっています。今年度、小・中学部の児童生徒には一人一台 iPad

が配当されました。高等部においては、学部で共通で使える iPadが１０台程度あります。今後、学

習活動でいかに効果的に活用していけるかが課題です。活用に向けての研修会を実施し、教師の専

門性の向上に努めていきます。 

 

（４）地域や保護者との「連携」 

【各項目の評価結果】                                ％ 

 評価 小学部 中学部 高等部 

項目⑪ 

 学校は、連絡帳や懇談等をとおして家庭、関係機関、地

域との連携・協力に努めている。 

A 

B 

C 

D 

７３ 

２４ 

２ 

０ 

７０ 

２６ 

４ 

０ 

５２ 

４５ 

３ 

０ 

項目⑫ 

 学校は、教育相談の周知を図り、校内の児童生徒、保護

者への支援を行ったり、地域の障がいがある子どもへの早

期支援（あそびの教室）や相談支援、研修支援を行ったり

している。 

A 

B 

C 

D 

６０ 

３８ 

１ 

１ 

５９ 

３０ 

９ 

０ 

４８ 

４１ 

１０ 

０ 

項目⑬ 

 学校は、ホームページや学級通信や学校だより等の各種

通信の内容を充実させ、学校の様子をよく伝えている。 

A 

B 

C 

D 

６８ 

３０ 

２ 

０ 

５８ 

３５ 

７ 

０ 

５６ 

３８ 

６ 

０ 

【まとめ】 

１ 各項目ともに高い評価をいただいております。センターあいづでは、常時、保護者の方からの相

談を受けておりますので、気軽に職員にお声掛けください。 

２ 今年度も昨年度に続き、コロナ禍のために授業参観や文化祭など学校全体の取り組みが十分に公

開できなかった部分もあります。今後も「開かれた学校」を目指し、学校の様子の発信に努め、ホ

ームページを更新し充実させていますので、ぜひご覧ください。 

 



 

 

 

 

 

 

 

アンケート回収 小：５１名（１００％）、中２７名（１００％）、高５２名（１００％） 

（１）児童生徒の学びの充実 

【各項目の評価結果】                                ％ 

 評価 小学部 中学部 高等部 

項目① 

 学校は、児童生徒の障がいの特性や発達の段階に応じ手

立てや指導方法を工夫・改善し、授業の充実に努める。 

A 

B 

C 

D 

４１ 

５９ 

０ 

０ 

１９ 

８１ 

０ 

０ 

１７ 

７９ 

４ 

０ 

項目② 

学校は、「個別の教育支援計画」に基づいて一人一人のニ

ーズに応じた授業を行う。 

A 

B 

C 

D 

４１ 

５７ 

２ 

０ 

２２ 

７４ 

４ 

０ 

２１ 

７９ 

０ 

０ 

項目③ 

 学校は、主体的、対話的で深い学びを実現する授業づく

りに努める。 

A 

B 

C 

D 

２５ 

７１ 

２ 

２ 

２２ 

７８ 

０ 

０ 

１９ 

７５ 

６ 

０ 

項目④ 

 学校は、地域の資源を生かした体験活動や実習、地域の

学校との交流及び共同学習の充実に努める。 

A 

B 

C 

D 

３３ 

６１ 

６ 

０ 

１８ 

７８ 

４ 

０ 

１９ 

６９ 

１２ 

０ 

【まとめ】 

１ 全体的におおむね達成しているという結果ではありますが、今後も「個別の教育支援計画」をさ

らに活用しながらニーズに応じた授業づくりに努めてまいります。 

２ 項目④「地域との連携」に関して、高等部では高等学校との共同及び交流学習がコロナ禍により

実施できなかったので C評価がでているものと思われます。今後も工夫しながら、地域資源を生か

した活動を取り入れてまいります。 

 

 

（２）健康・安全・安心 

【各項の評価結果】                                ％ 

 評価 小学部 中学部 高等部 

項目⑤ 

 学校は、新型コロナウイルス感染症予防を工夫して、心

身の健やかな保持増進に努める。 

A 

B 

C 

D 

６１ 

３７ 

２ 

０ 

５２ 

４４ 

４ 

０ 

６０ 

３８ 

２ 

０ 

２ 教職員 

   評価の結果 

＜評価の基準＞ 

A…十分達成   B…おおむね達成 

C…不十分  D…達成していない 

 



項目⑥ 

学校は、安全・安心な学習環境づくりと事故防止に努め

る。 

A 

B 

C 

D 

４７ 

５３ 

０ 

０ 

３７ 

５９ 

４ 

０ 

３６ 

５7 

８ 

０ 

項目⑦ 

 学校は、交通安全教室や避難訓練を計画的に実施し、安

全教育の充実に努める。 

A 

B 

C 

D 

６５ 

３５ 

０ 

０ 

４８ 

５２ 

０ 

０ 

５０ 

４８ 

２ 

０ 

項目⑧ 

 学校は、いじめ防止や携帯電話の安全な使い方など、事

故や事件に遭わないように生徒指導に取り組む。 

A 

B 

C 

D 

３７ 

６１ 

２ 

０ 

２６ 

７０ 

４ 

０ 

３３ 

６３ 

４ 

０ 

【まとめ】 

１ どの項目についても評価は高く、「A」「B」の数値を合わせると、全項目で９０％を超える数値と

なっており、健康、安心・安全に向けた取り組みがほぼできたと言えます。また、手洗い・うがい、

換気の徹底、毎日、校内の消毒を専門に行うスクール・サポート・スタッフの協力のおかげで、新

型コロナウイルス感染症を予防できた点は、評価できる点でした。 

 

 

 

 

（３）教師の「専門性の向上」 

【各項目の評価結果】                                ％ 

 評価 小学部 中学部 高等部 

項目⑨ 

 学校は、児童生徒の人権を尊重し、教師間の連携を図り

ながら、事故や不祥事を未然に防ぐよう努める。 

A 

B 

C 

D 

４３ 

５３ 

２ 

２ 

３３ 

６７ 

０ 

０ 

４２ 

５８ 

０ 

０ 

項目⑩ 

 学校は、校内研修会や各種研究会に積極的に参加し、発

達障がいを含めた障がいの多様化への対応ができるよう

専門性の向上に努める。 

A 

B 

C 

D 

４５ 

５５ 

０ 

０ 

２６ 

７０ 

４ 

０ 

３５ 

６５ 

０ 

０ 

項目⑪ 

学校は、キャリア教育の支援に立って、児童生徒の働く

ことへの意欲や関心を高め、一人一人の自己（進路）実現

と社会参加に向けた取り組みをする。 

A 

B 

C 

D 

３１ 

６９ 

０ 

０ 

１５ 

８１ 

４ 

０ 

３８ 

５８ 

２ 

０ 

項目⑫ 

学校は、パソコンやタブレット端末、テレビやデジタル

カメラ等の ICT 機器を活用しやすい環境を整え、研修に取

り組む。 

A 

B 

C 

D 

39 

55 

6 

0 

30 

63 

7 

0 

35 

58 

6 

0 



【まとめ】 

１ 項目⑫に関しては、小・中学部に今年度ようやく一人一台 iＰａｄが配当されたところです。また、

各教室に一台ずつテレビモニターが配当されました。効果的な活用については、今後、研修を深め

てまいります。 

 

（４）地域や保護者との「連携」 

【各項目の評価結果】                                ％ 

 評価 小学部 中学部 高等部 

項目⑬ 

 学校は、児童生徒や保護者のニーズに応じて、保護者や

関係機関と連携・協力に努める。 

A 

B 

C 

D 

４７ 

５３ 

０ 

０ 

４１ 

５９ 

６ 

０ 

３５ 

６５ 

０ 

０ 

項目⑭ 

 学校は、校内の児童生徒、保護者への支援を行ったり、

地域の障がいがある子どもへの早期支援（あそびの教室）

や相談支援、研修支援を行ったりしている。 

A 

B 

C 

D 

６３ 

３７ 

０ 

０ 

４４ 

５６ 

０ 

０ 

４０ 

５８ 

０ 

０ 

項目⑮ 

 学校は、ホームページや学級通信や学校だより等の各種

通信の充実に努め、積極的な情報の発信を行う。 

 

A 

B 

C 

D 

６３ 

３７ 

０ 

０ 

４８ 

５２ 

０ 

０ 

４７ 

４９ 

２ 

２ 

項目⑯ 

学校は、児童生徒が学びを生かし、地域に貢献できる力

の育成に努める。 

A 

B 

C 

D 

３１ 

６７ 

２ 

０ 

２６ 

７４ 

０ 

０ 

３３ 

６７ 

０ 

０ 

【まとめ】 

１ どの項目についても評価は高く、「A」「B」の数値を合わせると、全項目で９０％を超える数値と

なっております。項目⑭に関して、地域支援センターあいづの職員を中心に保護者支援や校内支援、

地域支援を行っていますが、職員の周知度が上がり、昨年度に比べて大幅に評価が高くなりました。

職員に認知されるようになった結果だと評価できます。 

２ 項目⑮に関しては、保護者や地域に情報の発信をするために、今後もホームページの更新を定期

的に実施し、さらなる内容の充実を図ってまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

アンケート回収 中：１７名 高:５９名 

中学部生徒、高等部生徒 

【各項目の評価結果】                                ％ 

 評価 中学部 高等部 

項目① 

学校（学級）は楽しいですか。 

はい 

いいえ 

わからない 

１００ 

０ 

０ 

８６ 

２ 

１０ 

項目② 

授業は分かりやすいですか。 

はい 

いいえ 

わからない 

８８ 

０ 

１２ 

８６ 

２ 

１０ 

項目③ 

校外学習など、学校以外の場所での体験的な活動が、

十分に行われていますか。  

はい 

いいえ 

わからない 

９４ 

６ 

０ 

８６ 

２ 

１０ 

項目④ 

先生は進路のことについて、分かりやすく教えてくれま

すか。 

はい 

いいえ 

わからない 

７６ 

１２ 

１２ 

８６ 

２ 

１０ 

項目⑤ 

作業学習や校内実習に参加することができましたか。 

 

はい 

いいえ 

わからない 

１００ 

０ 

０ 

９３ 

３ 

３ 

項目⑥ 

元気にあいさつをしたり、正しい言葉づかいをしたりし

て生活をしていますか。 

はい 

いいえ 

わからない 

６４ 

１８ 

１８ 

６９ 

１９ 

１２ 

項目⑦ 

交通安全教室や避難訓練は、自分を守るために役立って

いますか。 

はい 

いいえ 

わからない 

１００ 

０ 

０ 

８６ 

５ 

８ 

項目⑧ 

先生は、うがいや手洗いの正しいやり方や大切さを、分

かりやすく教えてくれますか。 

はい 

いいえ 

わからない 

１００ 

０ 

０ 

８３ 

３ 

１４ 

項目⑨ 

先生は、身体の成長や病気やけがを防ぐことについて、

分かりやすく教えてくれますか。 

はい 

いいえ 

わからない 

１００ 

０ 

０ 

８８ 

２ 

１０ 

３ 生徒による    

評価の結果 
＜評価の基準＞ 

はい   いいえ  わからない 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目⑩ 

学校で、元気に体を動かすことはできていますか。 

 

項目⑪ 

いじめなどの問題について、気軽に先生に相談できます

か。 

＊高等部・・いじめや携帯電話などの問題について、気

軽に先生に相談できますか。 

はい 

いいえ 

わからない 

 

はい 

いいえ 

わからない 

 

１００ 

０ 

０ 

 

８２ 

６ 

１２ 

９２ 

２ 

５ 

 

６９ 

１７ 

１４ 

項目⑫ 

先生は、あなたの家族（お父さんやお母さんなど）とよ

く話をしていますか。 

はい 

いいえ 

わからない 

１００ 

０ 

０ 

７８ 

７ 

１５ 

項目⑬ 

先生は、あなたの話をよく聞いてくれますか。 

 

はい 

いいえ 

わからない 

１００ 

０ 

０ 

９２ 

０ 

７ 

項目⑭ 

学校の授業でパソコンやタブレット端末、テレビ等のＩ

CT機器を使った学習をしたことがありますか。 

はい 

いいえ 

わからない 

１００ 

０ 

０ 

８８ 

５ 

７ 

【まとめ】 

１ 項目④⑥について、今後も進路実現に向けてあいさつや言葉づかいに関して丁寧に指導をしたり、

進路について分かりやすく指導したりしていきます。 

２ 項目⑪について、いじめや携帯電話などの問題については定期的に聞き取り、問題を発見したり、

長引かないように指導したりと早期発見・早期解決に努めます。また、今後も生徒が主体的に相談で

きるような雰囲気づくりや体制づくりに努めます。 

＜生徒からの意見記述＞ 

・昼休みにタブレットで勉強したいです。 

・ホワイトボードに書くときに見えない色もあるので色分けしてほしい。 

・部活の日を増やしてほしいです。 



 

 

 

 

 

 

アンケート回収 ４名（１００％） 

（１）児童生徒の学びの充実 

【各項目の評価結果】                        ％ 

 評価    

項目① 

 学校は、児童生徒の障がいの特性や発達の段階に応じた

授業を工夫して行っている。 

A 

B 

C 

D 

１００ 

０ 

０ 

０ 

  

項目② 

 学校は、「個別の教育支援計画」に基づいて一人一人のニ

ーズに応じた支援を行っている。 

A 

B 

C 

D 

１００ 

０ 

０ 

０ 

  

項目③ 

 学校は、地域での校外学習や実習、地域の学校との交流

を積極的に行っている。 

A 

B 

C 

D 

７５ 

２５ 

０ 

０ 

  

（２）健康、安全・安心 

【各項目の評価結果】                        ％ 

 評価    

項目④ 

 学校は、新型コロナウイルス感染症予防を工夫して、心身

の健やかな保持増進に努めている。 

A 

B 

C 

D 

７５ 

２５ 

０ 

０ 

  

項目⑤ 

 学校は、安全・安心な学習環境づくりと事故防止に努めて

いる。 

A 

B 

C 

D 

１００ 

０ 

０ 

０ 

  

項目⑥ 

 学校は、交通安全教室や避難訓練を計画的に実施し、安全

教育の充実に努めている。 

A 

B 

C 

D 

５０ 

５０ 

０ 

０ 

  

項目⑦ 

 学校は、いじめ防止や携帯電話の安全な使い方など、事故

や事件に遭わないように指導を行っている。 

A 

B 

C 

D 

７５ 

２５ 

０ 

０ 

  

４ 学校評議委員の

皆様 

   評価の結果 

＜評価の基準＞ 
A…よく当てはまる B…おおむね当てはまる 

C…あまり当てはまらない D…全く当てはまらない 

 



（３）教師の専門性の向上 

【各項目の評価結果】                        ％ 

 評価    

項目⑧ 

 学校は、児童生徒の人権を尊重し、教師間の連携を図り

ながら、多種多様な障がいに応じた授業づくりの工夫に取

り組んでいる。 

A 

B 

C 

D 

５０ 

５０ 

０ 

０ 

  

項目⑨ 

 学校は、児童生徒に働くことへの意欲や関心を高め、進

路に関する情報を提供し、日常生活の指導も含め将来の自

立と社会参加につながる取り組みをしている。 

A 

B 

C 

D 

７５ 

２５ 

０ 

０ 

  

項目⑩ 

学校は、パソコンやタブレット端末、テレビやデジタル

カメラなどの情報機器を活用できる環境を整えている。 

A 

B 

C 

D 

７５ 

２５ 

０ 

０ 

  

（４）地域や保護者との「連携」 

【各項目の評価結果】                        ％ 

 評価    

項目⑪ 

 学校は、連絡帳や懇談等をとおして家庭、関係機関、地

域との連携・協力に努めている。 

A 

B 

C 

D 

７５ 

２５ 

０ 

０ 

 

 

 

項目⑫ 

 学校は、教育相談の周知を図り、校内の児童生徒、保護

者への支援を行ったり、地域の障がいがある子どもへの早

期支援（あそびの教室）や相談支援、研修支援を行ったり

している。 

A 

B 

C 

D 

７５ 

２５ 

０ 

０ 

  

項目⑬ 

 学校は、ホームページや学級通信や学校だより等の各種

通信の内容を充実させ、学校の様子をよく伝えている。 

A 

B 

C 

D 

１００ 

０ 

０ 

０ 

  

【評議委員からの御意見】 

・コロナ禍の中、児童生徒の充実した学習活動に向けて努力されておられますことご苦労様です。 

・学校生活への取り組みの説明を聞いて、先生方のご苦労はよく伝わってきました。このコロナ禍で

も児童生徒のために様々な工夫をされて活動されてきたこと、感謝の気持ちでいっぱいです。コロ

ナで学校へ来る機会や行事も少なくなり、頻度が減ったこともありますが、毎日、学校へお子さん

を送って来る保護者から見ると、校長先生が朝の送迎車の誘導へ協力してくださる姿や子どもに声

掛けしている姿を見るだけでも違うという話題が PTA の事務局会で挙がりました。お忙しいとは

思いますが、時間のあるときで構いませんのでお願いしたいです。 

 


